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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第136期

第１四半期
連結累計期間

第137期
第１四半期
連結累計期間

第136期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 (百万円) 25,938 28,209 108,808

経常利益 (百万円) 836 1,600 4,861

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
(百万円) 392 1,379 4,107

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △1,115 1,564 8,292

純資産額 (百万円) 78,164 88,184 87,125

総資産額 (百万円) 133,335 143,240 142,362

１株当たり四半期（当期）純利益 (円) 27.33 96.11 286.12

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
(円) － － －

自己資本比率 (％) 56.4 59.3 59.0

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４　１株当たり四半期（当期）純利益の算定については、役員報酬ＢＩＰ信託口が所有する当社株式を、期中平

均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

５　平成28年10月１日付で普通株式10株を１株に併合しております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行

われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間の売上高は282億９百万円（前年同期比8.8％増加）、営業利益は10億62百万円（前年

同期比164.1％増加）、経常利益は16億０百万円（前年同期比91.2％増加）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は13億79百万円（前年同期比251.6％増加）となりました。

 

セグメントごとの業績は以下のとおりであります。

（工業機材）

　国内は、主要顧客の生産動向の回復基調が続き、自動車、鉄鋼、ベアリング、電子半導体向けを中心に伸長しま

した。海外は、米国は低調でしたが、中国では鉄鋼や自動車向けの販売が引き続き好調で、東南アジア、欧州にお

いても堅調に推移しました。日本レヂボンは、アジア向けが厳しい中、国内、中東・中米向けが増加しました。そ

の結果、工業機材事業の売上高は、147億５百万円（前年同期比4.6％増加）、営業利益は４億16百万円（前年同期

比322.7％増加）となりました。

（セラミック・マテリアル）

　電子ペーストは、国内のＭＬＣＣ用が増加しました。厚膜回路基板及び石膏は国内が不振で、減少しました。セ

ラミックコアは新規の受注が増加し、触媒担体は海外向けが大幅に伸長しました。蛍光表示管は、主力の海外市場

が低調に終わりました。共立マテリアルは、電子部材、セラミック原料ともに堅調に推移しました。その結果、セ

ラミック・マテリアル事業の売上高は、76億41百万円（前年同期比11.4％増加）、営業利益は６億14百万円（前年

同期比49.4％増加）となりました。

（エンジニアリング）

　主力の乾燥炉及び焼成炉は、電子部品やリチウムイオン電池向けが好調でした。濾過装置はベアリング及び工作

機械向けが好調で、混合攪拌装置の不振を補いました。超硬丸鋸切断機は国内外ともに堅調に推移しました。その

結果、エンジニアリング事業の売上高は、37億60百万円（前年同期比33.0％増加）、営業利益は２億77百万円（前

年同期比123.8％増加）となりました。

（食器）

　国内市場は、近年取組みを強化している法人向けが好調でしたが、ホテル・レストランやエアライン向けの減少

が大きく影響し、低調に終わりました。海外市場は、米国は総じて堅調に推移し、欧州はロシア向けやエアライン

向けが好調でしたが、中国、韓国、台湾などアジアの主力市場での落ち込みが大きく、全体では微減となりまし

た。その結果、食器事業の売上高は、21億１百万円（前年同期比4.0％減少）、２億46百万円の営業損失となりま

した。

 

（2）対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（3）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、６億21百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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（4）財務政策

当社グループは、現在、運転資金及び設備投資資金につきましては内部資金、金融機関からの借入れ又は社債の

発行により資金調達することとしております。運転資金につきましては期限が一年以内の短期借入金で資金調達を

行っております。国内におきましてはキャッシュ・マネジメント・システムにより当社が一括して資金を調達して

各連結子会社に必要資金を配分し、海外におきましては各々の連結子会社が運転資金として使用する現地通貨にて

調達することを基本としております。

平成29年６月30日現在、短期借入金の残高は86億41百万円で、３種類の通貨からなっており、うち主な通貨は日

本円であります。設備投資資金等の長期資金は内部資金による調達を原則とし、一部を長期借入金により調達する

こととしております。長期借入金の残高は133億62百万円であります。なお、長期借入金は３種類の通貨からなっ

ており、うち主な通貨は日本円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 39,750,000

計 39,750,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成29年６月30日）

提出日現在発行数(株)
（平成29年８月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,842,849 15,842,849

名古屋証券取引所

（市場第一部）

東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数100株

計 15,842,849 15,842,849 ― ―

 

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

平成29年４月１日～

平成29年６月30日
－ 15,842 － 15,632 － 18,810

 

(6)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7)【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成29年３月31日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)

 

（自己保有株式）

普通株式

1,224,400

－ －

（相互保有株式）

普通株式

700

－ －

完全議決権株式(その他)
普通株式

14,492,800
144,927 －

単元未満株式
普通株式

124,949
－ －

発行済株式総数 15,842,849 － －

総株主の議決権 － 144,927 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄には、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式263,100株（議決権2,631

個）及び株式会社証券保管振替機構名義の株式500株（議決権５個）が含まれております。

２　「完全議決権株式（その他）」の「株式数」欄と「議決権の数」欄の差異は、当社の取引先会社で構成さ

れる持株会（ノリタケ取引先持株会　名古屋市西区則武新町三丁目１番36号）所有の株式308,326株から

同持株会に加入する有限会社守山製砥所所有の相互保有株式732株を差し引いて算出した結果生じたもの

であります。

３　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式48株、有限会社守山製砥所所有の相互保有株式32株及び株

式会社証券保管振替機構名義の株式50株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年３月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社ノリタケカンパ

ニーリミテド

名古屋市西区則武新町三丁

目１番36号
1,224,400 － 1,224,400 7.73

（相互保有株式）

有限会社守山製砥所

名古屋市守山区小幡南二丁

目５番23号
－ 700 700 0.00

計 － 1,224,400 700 1,225,100 7.73

（注）１　当第１四半期会計期間末日現在における自己株式数は1,224,807株（発行済株式総数に対する所有株式数の

割合は7.73％）であります。

２　日本マスタートラスト信託銀行株式会社（役員報酬ＢＩＰ信託口・７５９４７口）が所有する当社株式は、

上記自己保有株式には含まれておりません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ノリタケカンパニーリミテド(E01139)

四半期報告書

 6/16



第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日から平

成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,275 10,932

受取手形及び売掛金 27,286 26,907

電子記録債権 3,067 4,163

商品及び製品 8,013 8,306

仕掛品 4,617 4,902

原材料及び貯蔵品 4,423 4,261

その他 2,552 2,975

貸倒引当金 △26 △21

流動資産合計 61,210 62,428

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 17,240 17,050

その他（純額） 26,387 25,682

有形固定資産合計 43,628 42,733

無形固定資産 1,068 1,032

投資その他の資産   

投資有価証券 33,539 34,099

退職給付に係る資産 1,935 1,973

その他 1,103 1,095

貸倒引当金 △122 △123

投資その他の資産合計 36,455 37,045

固定資産合計 81,152 80,812

資産合計 142,362 143,240

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 9,215 9,438

電子記録債務 5,395 5,085

短期借入金 9,671 8,641

1年内返済予定の長期借入金 445 441

未払法人税等 804 294

引当金 1,504 416

設備関係支払手形 141 178

営業外電子記録債務 1,442 1,427

その他 3,962 6,584

流動負債合計 32,583 32,508

固定負債   

長期借入金 13,018 12,920

引当金 272 219

退職給付に係る負債 1,917 1,902

その他 7,444 7,504

固定負債合計 22,652 22,547

負債合計 55,236 55,055
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 15,632 15,632

資本剰余金 18,783 18,783

利益剰余金 42,417 43,359

自己株式 △3,891 △3,889

株主資本合計 72,941 73,885

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 12,982 13,299

為替換算調整勘定 △2,590 △2,979

退職給付に係る調整累計額 594 716

その他の包括利益累計額合計 10,986 11,036

非支配株主持分 3,197 3,262

純資産合計 87,125 88,184

負債純資産合計 142,362 143,240
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

売上高 25,938 28,209

売上原価 19,014 20,614

売上総利益 6,924 7,594

販売費及び一般管理費   

販売費 4,379 4,380

一般管理費 2,142 2,151

販売費及び一般管理費合計 6,521 6,532

営業利益 402 1,062

営業外収益   

受取利息 16 22

受取配当金 298 315

受取賃貸料 105 105

持分法による投資利益 126 118

その他 45 37

営業外収益合計 592 599

営業外費用   

支払利息 20 15

為替差損 71 0

固定資産賃貸費用 32 34

その他 32 10

営業外費用合計 157 61

経常利益 836 1,600

特別利益   

固定資産売却益 8 281

その他 － 0

特別利益合計 8 282

特別損失   

固定資産処分損 9 66

減損損失 － 69

関係会社整理損 69 －

その他 14 －

特別損失合計 94 135

税金等調整前四半期純利益 751 1,747

法人税、住民税及び事業税 183 231

法人税等調整額 111 2

法人税等合計 295 233

四半期純利益 455 1,513

非支配株主に帰属する四半期純利益 63 133

親会社株主に帰属する四半期純利益 392 1,379
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

四半期純利益 455 1,513

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △708 317

為替換算調整勘定 △1,071 △392

退職給付に係る調整額 220 123

持分法適用会社に対する持分相当額 △11 1

その他の包括利益合計 △1,571 51

四半期包括利益 △1,115 1,564

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,086 1,429

非支配株主に係る四半期包括利益 △29 134
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更等）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

減価償却費 995百万円 998百万円

（注）　のれんの償却額については、重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月12日

取締役会
普通株式 430 3.00 平成28年３月31日 平成28年６月10日 利益剰余金

 
 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月11日

取締役会
普通株式 438 30.00 平成29年３月31日 平成29年６月９日 利益剰余金

（注）　配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託口に対する配当金７百万円を含めております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント

 工業機材
セラミック・
マテリアル

エンジニア
リング

食器 計

売上高      

外部顧客への売上高 14,064 6,858 2,827 2,188 25,938

セグメント利益

又はセグメント損失（△）
98 411 123 △231 402

（注）　報告セグメントの利益は、営業利益であります。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント

 工業機材
セラミック・
マテリアル

エンジニア
リング

食器 計

売上高      

外部顧客への売上高 14,705 7,641 3,760 2,101 28,209

セグメント利益

又はセグメント損失（△）
416 614 277 △246 1,062

（注）　報告セグメントの利益は、営業利益であります。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「工業機材」及び「セラミック・マテリアル」セグメントにおいて、遊休状態にあり今後も使用の目途

が立たない固定資産について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、減損損失として「工業機材」で35百

万円、「セラミック・マテリアル」で34百万円を計上いたしました。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

  
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

１株当たり四半期純利益  27.33円 96.11円

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期

純利益
（百万円） 392 1,379

普通株主に帰属しない金額 （百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に

帰属する四半期純利益
（百万円） 392 1,379

普通株式の期中平均株式数 （千株） 14,358 14,356

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上、役員報酬ＢＩＰ信託口が所有する当社株式を、期中平均株式数の計算に

おいて控除する自己株式に含めております（前第１四半期連結累計期間－千株、当第１四半期連結累計期間

262千株）。

３　平成28年10月１日付で普通株式10株を１株に株式併合しております。前連結会計年度の期首に当該株式併合

が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

（剰余金の配当）

平成29年５月11日開催の取締役会におきまして、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

①配当金の総額 438百万円

②１株当たり配当額 30.00円

③基準日 平成29年３月31日

④効力発生日 平成29年６月９日

（注）　配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託口に対する配当金７百万円を含めております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年８月10日

株式会社ノリタケカンパニーリミテド

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 横井　　康　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 奥谷　浩之　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 膳亀　　聡　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ノリタ

ケカンパニーリミテドの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成29

年４月１日から平成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注

記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ノリタケカンパニーリミテド及び連結子会社の平成29年６月

30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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